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 販売台数〝世界首位〟を独走するトヨタ。その源流

は 1926年創業の豊田自動織機にさかのぼります。創業

者は発明王と称えられた豊田佐吉翁。それを継いだ喜

一郎が自動車産業に乗り出し、その長子、章一郎が世

界企業に育て上げます。戦争、焼け跡からの再出発、

関税障壁、経済摩擦……。この間の道のりは平坦なも

のではありませんでしたが、創業以来の進取の気性で乗り越えてきました。現

在、トヨタを率いるのは佐吉翁からみて４代目の豊田章男社長です。トップを

任されたのは今から５年前ですが、就任直後には大規模リコール問題が襲いかかり、その後も東日本大

震災による工場被災などさまざまな試練が襲いかかりました。当初は「お坊ちゃま社長」と揶揄されま

したが、いまでは日本を代表する経営者に数えられます。その彼が打ち出すのは「原点回帰」。元祖ベン

チャーの〝敗れざる一族〟の物語を描きます。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待ください。 

 

 

 

 

 

 

 2020 年までにあらゆる分野で指導的地位に占める女性の割合を 30％以上に――。

安倍政権は成長戦略の柱として「女性の活躍推進」を掲げています。先ごろの中央省

庁幹部人事では、法務、経済産業両省で初の女性局長が誕生するなど４人の女性局長

が登用され話題となりました。政権の本期度を感じ取った大手企業の間にも数値目標

を設ける動きが出始めていますが、このまま女性登用は進むのでしょうか。若手の女

性官僚や企業の人事担当者、専門家らとともに考えます。 

 

 

 

 

 今週は、「母の新盆」という投稿された長崎

市の西河淑子さんを、西部報道部の福岡賢正記

者が訪ねました。原爆で家族を相次いで亡くした西河さん。その壮絶な半生を

語っています。ぜひ、ご一読ください。 

 

 

 

 

 

原点回帰トヨタ 

リーダーズ～継ぎし男の流儀  27日（日） 

狙い通りに進む？ 

安倍政権が掲げる「女性の活躍推進」 

夕刊２面特集ワイド ７月 29日（火） 

「女の気持ちをたずねて」 おんなのしんぶん面 28日（月） 
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 「あの青臭い実を、もう一度かじってみたい」という読者からのお便りに答え、

レンコンの産地、茨城県土浦市の栽培農家を訪ねてみると、ハスの花と 31個もの

青い実が詰まったハスの花托（かたく）を手にすることができました。さて、その

実を口に入れてみたときの味はいかに……。 

 

 

 

  

 待望の初孫の誕生を控えた祖父母向けに、出産前後のママのサポートや生まれたての

赤ちゃんの育児方法をアドバイスする講座が、医療機関の主催で開かれています。日光

浴のさせ方、水分補給など育児の方法や常識は、時代とともに変化しています。パパや

ママの意向も踏まえ、柔軟に対応することが求められているようです。 

 

 

 

 

 

 

 日々熱戦が続く、社会人野球の真夏の祭典「第 85 回都市対抗野球大会」

（毎日新聞社、日本野球連盟主催、スポーツニッポン新聞社、共同通信、

総務省後援）。１、２回戦 18試合のうち 11試合が１点差ゲームで、実力伯

仲の各チームが全国の頂点を目指して戦っています。26 日には２年連続決

勝で対戦した横浜市・ＪＸ―ＥＮＥＯＳと東京都・ＪＲ東日本が４強一番

乗りを目指します。27 日には準々決勝３試合が行われ４強が勢ぞろい。準決勝は 28 日午後１時半と午

後６時、天皇・皇后両陛下が観戦される決勝は 29日午後６時にプレーボール。黒獅子旗をかけた熱い戦

いを、毎日新聞でお楽しみください。 

 

 

 

 

 

 東海林さだおさんの朝刊連載漫画「アサッテ君」が８月１日、１万 3516

回となり、加藤芳郎さんの「まっぴら君」を抜いて一般の全国紙連載漫画

で最長となります。「アサッテ君」は 40年前の 1974年６月 16日スタート。

今日よりも明日、明日よりもあさってはいいことがあるだろうとの意味を

込めて、コツコツと描き継いでこられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう一度食べたい～ハスの実  くらしナビ面 26日（土） 

孫の育児 祖父母向け講座  くらしナビ面 28日（月） 

第 85回都市対抗野球大会大詰め 

28 日（月）準決勝、29 日（火）決勝 

アサッテ君 全国紙の連載漫画で最長に 

社会面８月１日（月） 
 


